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　要旨
　新生児期早期の黄疸は種々の原因からおこりうるが、
末だ不明な点が多いとされている。しかし、原因の如
何にかかわらず、ある程度の範囲を越える黄疸は、治
療の対象となる。
　かって新生児黄疸は脳性麻痺の原因とされていたが
周産期医学の発達に伴い減少傾向にあり、その原因は
早期発見、早期治療にあると思われる。
　当院でも黄疸のみで後遺症をおこした児は全くみら
れない。
　今回私たちは、当院で行なっている「こ一万一蘇評
（准二二区ヒタヨζよる黄痕の児の心理及唖引高
＿よ選す因塾こ⊇父て遡査レ、以下のような結果を得た
ので若干の考察を加え、ここに報告する。
　　1．イクテロメーター値、ミノルタ黄疸計値と血清
総ビリルビン値を比較した場合、ミノルタ黄疸計値の
　　　　　　　　　　　　　　　v－vpt：一：　；＝（pt　；一一一
塑塑閨関係が強《表わ拠・
　2．生後5日目の　重回n　　　の　清総ビ1ルビ
鋤体重回復良好群の血清総ビリルビン値より丸丸
圭丞まζとが多かった。
　緒言
　新生児の生理的黄疸は欧米では成熟児の60％、未熟
児の80％にみられ、本邦では黄疸の程度はさらに強く
頻度も多いとされている。1）このように多くの新生
児は、新生児期に一過性の黄疸を経過し黄疸を認めた
場合は、その発現時期、持続、程度を知ることにより、
治療可否の鑑別が必要である。
　黄疸児観察は肉眼的（視診）イクテロメーターによ
り皮膚黄染が強いと思われた場合に血清総ビリルビン
値を測定する方法がとられているが、これらは主観、
個人差（経験の有無）、天候、照明の種類等に左右さ
れることが多く、黄染度がそれほど強くないと思われ
ても、安全を見込して必要以上に採血する傾向がみら
れる。
　しかし最近新生児の皮膚面に押しあてることによっ
て経皮的にビリルビン濃度を推定できる「ミノルタ黄
疸計」が市販されるようになり、この黄疸計のデジタ
一1一
ル表示値（血清総ビリルビン値そのものを示すのでは
なく、機器的測定値を示す）と血清総ビリルビン値の
間には、相関が認められ、新生児黄疸スクリーニング
に有用である。2）、3）　当院で行なっている黄疸
の管理及び黄疸に及ぼす因子について調査し考察した
ので報告する。
　対象、方法
　期間　昭和58年4月22日～昭和58年6月2日
　対象本院産科にて出生した在胎37週～42週までの
　　　50例。　（治療児を含む）
　方法　生後0日目（生後2時間以内）より退院まで
表1
の期間毎日（午前9時～10時）血清総ビリル
・ビン値、ヘマトクリット値の測定、イクテロ
メーター値、ミノルタ黄疸計値の測定及び体
重測定。チェック項目はノートにそって測定
していった。　（表1）
0 1 2 3 4 5 6
①一 血清鴻rリルビン 5．1 乳0 8．5 1（L8122α810．9
　　児
ｳ常分娩ヘマトクリット 5855 545556 48 46
40週 ミノルタ計 8 11 15 202019 18
6日
R0839イ炉メ汐一 1．0 1．5 ao3．5 3．5 3．0 30
体　重 3083297729602956295530173073
a．血清総ビリルビン値はheelcutによる毛
　細管採血を行ない、ビリルビンtester（
　持田製薬株式会社製BILMETER－D）を
　用い2波長補正方式で測定した。（写真①②）
図①heelcut
・試製
A穏
図②ビリルビンtestr
b　ヘマトクリノト値の測定はheelcutによ
　　る毛細管採血を行ない、ヘマトクリット計測盤
　　で側定した。　（写真③）
図③ヘマトクリント表
。　イクテロメーター値の測定は、中村医科工業株
　式会社製のイクテロメーターを鼻尖端に圧迫し
　測定した。　（写真④）
d　ミノルタ黄疸計（藤沢薬品工業株式会社）値の
　側定は、皮膚の二波長光学濃度差測定法により、
　先端のファイバープロt・eブを軽く押しあて測定
　　した。　（READING　CHECKERによ
　　り基準値調整する）写真⑤⑥
図⑤ミノルタ黄疸計
　　　　　　　　鰯懸撫鎌
図⑥測定方法
一2一一
　e．体重測定は、三立医科工業株式会社製の村山式
　　　新型精密無錘万能はかりにより測定した。
　結果、考察
　本院産科病棟において黄疸のスクリーニング、治療
の対象となる観察ポイントとして、
　1．可視的観察
　2．イクテロメーター値（3．5以上）
　3．ミノルタ黄疸計値（20以上）で行なっていた。
　　（ミノルタ黄疸計値20以上は制作会社が表示値に
　　．ついて三施設に依頼した臨床評価の結果、表示
　　　値が20に達すれば血清総ビリルビン測定の対象
　　　となる。
　可視的観察、イクテロメーター測定には、環境なら
びに観察者の主観に大きく左右される事が多く、確定
的な黄疸のスクリーニングとはいいがたい。
　ミノルタ黄疸計は、非侵襲的、非観血的に簡単に、
しかも短時間で何回でも血清総ビリルビン値を機器的
数値として評価でき、また血清総ビリルビン値と正の
相関関係が示されているが、本院では実際の臨床評価
の表示面の安全域を考慮した表示値が示されていない。
　今回調査した結果により
1、a血清総ビリルビン値とイクテロメーター値との
相関関係を示す。　（図⑥）
　　b血清総ビリルビン値とミノルタ黄疸計値の相関
関係を比較した場合、②の方が相関関係が強く表わさ
れた。　（図⑦⑧）
　図⑦　　　　　　　　　図⑧
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表2　イクテロメーター値の評価表
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：回復による平方和
　経過日別にミノルタ黄疸計値の相関係数をみると全
轟轟畿（響冠欝騰皇（薫撫磁・
が強く、推定式はより精度が高い。残差平方和の分散　　20
は経過日の場合よりも小さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18つまり、経過日別の推定式は意味がないものである。
　次に、イクテロメーター値についても同じことがい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1加える。
　ミノルタ黄疸計値とイクテロメーター値について比　　　14
較検討してみる。潰1淀：方法別に血清総ビリルビン値と
の相関係数、回帰直線式、ならびに式の評価のために　　12
残差平方和、分散比をグラフ①②、表②③に示した。
　相関はミノルタ黄疸計値がより強く、相関係数0．8　　　10
30であった。残差平方和もより小さく、推定値との誤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8差は小さい。分散比も1％で有意である。
　ミノルタ　日計値の　蟄は、より精塵麺高1り。　　　6
　以上の結果を得たので、今後ミノルタ黄疸計を使用
し、非観血的な黄疸の数的観察としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　皿、経過日5日目の良好群と不良群の体重の平均値
の関係について、実測値については差はみられないが、
経過日0日目を基数とすると平均値に差がみられ良好
群については低く、不良群については高い。良好、不
良群とも血清総ビリルビンの平均値に差はない。
　相関係数は小さいが、負の相関がある。つま塑杢重
一ヒ」ビニ三（9西廻」増力皿迩る。
　表4　二群における体重と血清総ビリルビン値
　　　　の関係　　　　　　　　　　（全体r…　一・O・292）
図⑨
一光線治療法開始の新暫定基準（村田）一
体重2501∬以上
体i
体重1501g～2000g
体ig　1001g・一1SOO
体亟
ノ
下
ぐ）ayi＞
　　　　1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7
とがわかった。今後可視的観察をすると共に、ミノノレ
タ日’の示　（安全域一1）以よ¢晶晶ま、装
些注意しし凸観察す．る麹∫ある。
（ミノルタ黄疸計値を推定式に村田のグラフ（体重25
09以上）より、経過日別に血清総ビリルビン値を代
入し、ミノルタ計測定値を逆算する。その時の95％の
症微轄 魍鐸雛 麟甜レ 響1箆難 信頼区間は、約±1．0となり、一1を安全域とする。¥5　血清総ビリルビン値からのミノルタ黄疸計値
@　　と信頼区間回復ﾇ好群 15例　鍛400 10，180士3，505 一〇．098
士2，957一〇．271
day血灘ビ，濯蠣 ミノルタ黄疸計値 信頼区間回復s良群 35例一6黛71411，540 1 12 21．580439．58043
以上の結果から体重減少が大きい程、血清総ビリル
@構　　L日一亭フ話己］A’セ7　　　　　’十舌鞘1中隔土’斗’十蕾
7 19 33．1890514ユ8905ビン値は上昇する傾向があるので、体重測定時は体重
の増減に留意し、黄疸の観察のめやすとしなければな
らない。
　補足
　血清総ビリルビン値が異常に高値を示した場合村田
らによる「光線療法開始の新暫定基準」4）図⑨によ
り光纐滋施行した・（鯨。例）
　当初、低出生体重児の計測値も含み、考察をすすめ
ていきたいと考えていたが、種々の体内機構の未熟性
を考え、早期治療を行なう為に、計測値が有効でなく
今回の研究の対象とすることができなかった。
　おわりに
　以上のように、ミノルタ黄疸計による黄疸の測定値’
と血清総ビリルビン値の間には、密接な関係があるこ
　また、三胎週数及び成熟児徴候、三下結　時間につ
いては未だ考察し得なかったので、今後の課題として
いきたい。
　今回研究発表するにあたり、小児科医局星加、大久
保、野口、宇都宮先生、南3階木船婦長以下スタッフ
一同、中央3病棟スタッフ長友さん他皆様に御協力い
ただきましたことを心より感謝すると共に、今後の看
護により一層役立てていきたいと思います。
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